       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一

１．分野・単元    夢の浮世（江戸時代②）

２．単元目標      （１）江戸時代の庶民の生活は前の時代よりもかなり豊かだったことを知る。

　　　　　　　　　（２）「鎖国」による国内の長い平和が幕府・藩・庶民ともに、経済活動の発展の為に資本や人的資源を投入できたことがその条件であることを知る。

３．単元の指導観  江戸時代の庶民の生活を考えるとき、町人は自由で豊かな暮らしをしていたが、農民は厳しい年貢の取り立てにより貧しい苦しい生活を送っていたというのが通常の理解である。しかし実態は検地による村高を長期にわたって一定にしたため、農民はその経営努力の結果を自分のものにする条件が生まれ、農業経営に邁進した。そして幕府や藩も年貢収入に依存しているため農業の発展のための基盤整備に多大な財力を投入したため、江戸時代前期において農業は急速な発展をとげ、人々の生活は大いに向上した。また幕府や藩は年貢収入を大阪において換金したことと、新首都である江戸は当初大阪・京都など上方からの物資の供給に依存したために、両地域間の交通が発展し、その結果各地に大都市が形成され、商品経済が農村部までを統合することとなった。本単元では江戸の庶民が極めて豊かな生活をしていたことをつかみ、その原因を探求することを通じて江戸時代の発展の条件であった「鎖国による平和」を背景とした「高度経済成長」の実相に迫ってみたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
憂世は浮世
１浮世絵を使用して、江戸時代庶民の大衆文化の一端に触れる。

２浮世絵を観察することを通じて、江戸時代庶民の生活がかなり豊かであったことを具体的につかむ。

３「なぜ江戸時代の人々に暮らしは豊かになったのか」の単元の課題を提示し、各自仮説をたてる。

２
いつもニコニコ現金払い


１資料「越後屋呉服店の新商売大当たり」を見て、商業の発展のさまをつかむ。

２「なぜ新商売が可能になったのか」を考えることを通じて、江戸時代における都市の発展（３都も含む）と町方人口の増大の様子をつかむ。

３その背景には新しい城下町の建設による町方人口の増大があったことを知る

３

４

工業・流通・金融の発展


１東海道中膝栗毛を読み、江戸時代庶民がしばしば旅行にでかけたことを知る。

２「旅行の流行」の背景を考えることを通じて、江戸時代の交通・金融・流通の発展のさまをつかむ。

５



１江戸時代の農業の発展の様子を統計資料をもとにおおまかにつかむ。

２農業発展の原因を考え、その背景には農民たちの努力とともに幕府や藩の財政支出があったことを知る。

６


発展の基盤としての平和


１江戸時代の産業の発展の背景にはその基盤整備に藩や幕府が多大の財政支出をしてきたことを確認する。

２「なぜ幕府や藩は産業の基盤整備の大量の資金を投入することができたのか」を考え、シュミレーションする。

３その背景には統一と鎖国によって戦争する必要がなくなったことがあったことをつかませる。


７
まとめーレポートにまとめる


５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世①憂世は浮世

１．本時の目標　　①「浮世絵」に実際に触れることをつうじて、江戸大衆文化に触れる。

　　　　　　　　　②「浮世絵」から江戸時代の庶民の生活を推理し、前の時代に比べかなり豊かであることをつかむ。

２．本時の指導観　江戸時代の庶民はこれまでの戦乱の時代とは違い、平和を謳歌するなかで、かなり豊かな生活をおくり、「大衆文化」とでもいうべきものを生み出していた。この時間においては、代表的な「浮世絵」に触れ、そこに描かれた庶民の生活を手がかりとして江戸時代庶民の生活を推理し、それが現代にかなり近い豊かなものであったことに気づかせ、「なぜ江戸時代庶民は豊かな暮らしが出来るようになったのか」が、本単元の課題であることを提示したい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

「浮世絵」を見る

推理・江戸庶民の暮らし

絵から分かった庶民の暮らしについての考察

仮説の設定

本単元の課題を知る
絵を見ながら説明を聞く

自分たちの班にある浮世絵を観察し、わかることをみんなであげていく。

わかったことをノートに書く

各班の意見を発表する

各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


浮世絵について簡単に説明

「江戸庶民の日常の暮らし（＝浮世）を描き木版で大量に印刷され安い値段で売られた」

浮世絵を各班に６枚提示。

出てきたイメージを確認したあと生徒の感想を聞き、戦国・室町

時代と比較させる

これが本単元の課題であることを知らせる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


  社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世②いつもニコニコ現金払い

１．本時の目標　①江戸時代には現代のような安売り店が出現していることを知る。

　　　　　　　　②この背景を探る中で、江戸時代における都市の発展のさまをつかみ、その背景として兵濃分離⇒武士の消費階級化⇒城下町の成立があったことをつかむ。

２．本時の指導観　江戸時代は日本の歴史の中で大衆社会が出現した第1期であった。３都をはじめ各地に大都市が生まれて町方人口が増え、そのことが巨大な大衆消費需要を生み出して商工業の発展をもたらした。江戸時代の新商法である越後屋の現金売りの実態とそれを成立させた背景を探ることを通じて、日本各地における都市の発展と、その背景である城下町の建設という、兵濃分離と平和を背景とする大公共事業の展開という時代背景をつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

日本一の商人

新商法の背景を探る

どんな都市が多いのか
日本一の商人越後屋の存在を知る

資料を読み、越後屋の商法が他の店とどう違うかをつかむ

各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料をもとに都市の性格を分析する

城下町の仕組みを資料にもとづいてつかむ
資料①「都市の豪商」を提示

井原西鶴が日本永代蔵で「日本一の商人」と評した越後屋呉服店の資料「新商法」で大当たりを提示

「現金売り掛け値為し」と「庶民をあいてに商売」が大きな違いであることをつかませる。

大名売りから庶民売りへ転換できた背景には都市人口の急激な増大があったことを提示

（資料②都市の町方人口）

江戸をはじめ城下町が多いこと。これはすべて江戸時代に新たに作られた町であったことを指摘



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世③④旅は道連れ世は情け

１．本時の目標　①江戸時代庶民の間には旅行がはやっていたことを知る。

　　　　　　　　②旅行の実際を知ることを通じて、旅行を可能にした交通網の整備や金融・流通の発展のさまをつかみ、その背景には年貢米の輸送や参勤交代などのために、幕府や諸藩が交通網を整備したことを知る。

２．本時の指導観　　江戸庶民の間には「お陰参り」などの神社・仏閣への参拝の形をとった旅行がブームとなっていた。十返舎一九の東海道中膝栗毛などは、この流行を背景として成立した滑稽本である。そしてこの背景には産業の発展による人々の生活の改善があるとともに、交通網や流通・金融が整備されたことも大きく寄与している。

　　　　　　　　　　この時間は東海道中膝栗毛を読みながら、当時の旅の様子をつかむとともに、それを可能にした当時の社会の様子をつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

旅行の流行について

旅の実際について

旅の背景を考える


神社・仏閣の参拝という形をとった旅行が流行っていたことを知る。

資料を読んで当時の旅の様子を知る

ノートの問いに答えながら旅の様子と旅ができた条件をまとめて行く


教科書の「伊勢参り」の絵を提示する

資料③「東海道中膝栗毛」を提示する。

ノートの問いにそいながら旅の様子をつかむ



インフラ整備の背景の確認


各自の意見をノートに書く

各自の意見を発表する

ノートの問題に答えまとめる


背景①生活の豊かさ

　　②街道の整備

　　③流通・金融の発展

②は幕府・大名が積極的に整備したことを補足する

背景①年貢米の移動⇒大阪で売　買

　　②参勤交代

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


 社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世⑤百姓は年貢さえ払えば…

１．本時の目標　①資料をもとに江戸時代の農業の発展のさまを知る。

　　　　　　　　　　②この背景を考えることを通じて、農民の努力と幕府や大名の基盤整備の努力もあったことをつかむ。

２．本時の指導観　江戸時代の農民たちは一般の理解とは異なり、年間にして60日以上の農休みを持ち、さまざまな祭礼と遊びを行えるだけの余裕を持っていた。これは平和な状況を背景にして、農民や大名・幕府の農業発展の努力の賜物であり、不断の生産の拡大による相対的な年貢率の減少があった。

　　　　　　　　　　この時間は、江戸時代の農業の様子を様々な資料で読み取りながら、江戸時代農業の発展の背景を考えることを通じて、諸産業の発展の時代としての江戸時代をつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

江戸時代の農家の休日

農業の発展の様子

収穫が増えれば年貢は増えるのか
資料を見て江戸時代の農家が前の時代よりもたくさんの休日をとっていることをつかむ

自分の意見をノートに書く

自分の意見を発表する

資料を読み農業のやり方が能率的になっていることをつかむ

どのようにして収穫を増やしたのかを既得の知識をもとに考える

　①田畑の面積を増やす

　②肥料を増やす

ノートを見ながら年貢の仕組みを知る

収穫が増えると年貢率や農民の生活がどうなるか考える


資料④農家の休日を提示する

「時間を生み出す方法」について考えさせる

資料集ｐ８９の「能率を高めた農具の改良」を提示する

資料集ｐ８８「石高の増加」を提示する

大名・幕府による干拓や用水路建設が背景にあることを補足する

検地は江戸時代はじめに行われただけなので、収穫が増えると年貢の割合はへることを補足する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


 社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

夢の浮世⑥「日本列島改造」

１．本時の目標　①江戸時代の産業の発展の背景には、その基盤整備に幕府や大名が多くの財政支出をしてきたことを確認する

　　　　　　　　②この事実の背景を考えることを通じて、統一と鎖国による平和の維持が江戸時代の発展の基礎であったことに気づく。

２．本時の指導観　　江戸時代は「産業の世紀」といっても過言でないほど諸産業が発展し、資本主義的システムが発展した時代である。そして「大衆化社会＝都市化」の第一波が進展し、都市を中心とした大衆文化が栄えた時代でもあった。その背景は幕府による統一と鎖国とにより長い間平和が維持され、幕府や大名が産業の基盤整備に多額の資金を投入できたことによる。この時間は今までに学習したことを振り返りながら、幕府や大名の財政投資が産業の発展の基盤であったことを確認するとともに、その背景を考え、統一と鎖国による平和がその発展の条件であったことを気づかせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

今までの学習のまとめ

大名・幕府による公共事業の実態を知る

ノートでまとめる
ノートの問題をやりながら諸産業の発展の基盤について考える

資料を見ながら幕府・大名の公共事業の様子を知る（費用を計算しその巨額さを確認する）

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

ノートの問題の答えを考えまとめる
答えあわせをしながら、何のために幕府や大名が産業の基盤整備をしたかをつかませる。

資料集ｐ８３を提示

・城や町の建築工事

・土木工事（木曽三川）

・参勤交代費用を説明

資料集ｐ８８を提示

・児島湾の干拓

・箱根用水を説明

「平和」がなにによって保たれたのかに注意

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　　　なぜ江戸時代の人々の暮らしは豊かになったのだろうか？











　江戸時代の農民はなぜたくさんの休日をとれるようになったのだろう？








　　　　江戸時代の庶民が旅行できるようになったのはなぜだろう？

















江戸時代の庶民はどんな暮らしをしていたか？浮世絵から読み取ろう








　　　　　なぜ新商法が可能になったのだろう？








幕府や大名がこのようなことに多額のお金をかけることができたのはなぜだろう？























